
 
  

8 月 3 日（日）、もりんぴあこうづの 2 階・3 階を使用して「成田市こどものまち～キッズタウ

ン NARITA2025～」を開催いたしました。 

3月から準備をすすめてきたこども実行委員 53人とこの日このまちに転入してきた 335人

のこどもたちがこの日限りの特別なまちを楽しみました。 

こどものまちとは、ドイツのミュンヘン市で 40 年以上行われている「ミニ・ミュンヘン」をモデ

ルとして、店舗・施設をこどもたちで運営し、そこで働いたり、遊んだり、物を買ったりと実社

会を疑似体験できる仮想のまちで、もりんぴあこうづでの開催は 12回目となりました。 

12 回の開催で全く同じまちは一度もありません。その年のこども実行委員で、まちに必要

な施設・店舗を考えているため、その年により特色が出ます。市役所、ハローワーク、そう

じ等まちに必要不可欠なものは毎年必ず設置されます。一方、食べ物や遊ぶ店舗は、変

化していき、今年初めて「フードコート」のブースが設置されました。まちには商店街があ

り、そこにさまざまな店舗があるとイメージするのは過去のこと。現在は、大型商業施設に

たくさんの店舗があり、そこにはフードコートが設置されている。今のこどもたちにはそれが

当たり前なのかもしれません。過去のこどものまちで「フードコート」というワードが出てこな

かったのが不思議なくらいです。 

また、世相を反映しているのも特徴です。以前はこどものまち専用通貨『スター』を銀行が

発行（印刷）していましたが、キャッシュレス化がすすみ、市民証の裏に働いて稼いだ金

額、店舗等で使用した金額を記載する疑似電子マネーへと変化しました。まさに実社会を

もとに『こどものまち』が成り立っています。 

また今回、過去にこども実行委員としてこどものまちに参加してくれた方が成人し、こどもた

ちをサポートする大人実行委員に入ってくれました。自分たちの経験をもとに、よりこどもた

ちに近い目線でアドバイスを行い、こどもたちからの信頼を得ていました。これも回数を重

ねたからこその出来事なので、感慨深い思いです。また、中学生ボランティアも部活などの

スケジュールの合間を縫って手伝ってくれた他、各企業様のご協力のもと無事に大きな事

業を終えることができました。 



 

  

 

 

 

 

 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  

 



 

  



 

  



 

 

   

   

   

 

 


